
 

 
 
  

メ 
 

 
 

 

 

私
の
班
で
悪

夢
（
激
務
）
が

始
ま
っ
た
の
は

昨
年
１
０
月
か

   （１） 
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ら
▼
９
月
末
で
外
務
期
間
雇
用

社
員
お
よ
び
内
務
組
立
期
間
雇

用
社
員
が
退
職
。
し
か
し
そ
の

後
の
補
充
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎

日
１
欠
で
業
務
運
行
の
と
こ

ろ
、
１
１
月
下
旬
に
は
正
社
員

が
足
の
指
を
骨
折
し
て
戦
線
離

脱
。
こ
れ
で
２
欠
▼
こ
の
ま
ま

年
末
年
始
繁
忙
へ
突
入
！
な
ん

と
か
乗
り
切
っ
た
と
思
っ
た

ら
、
さ
ら
に
１
月
末
で
外
務
期

間
雇
用
社
員
が
退
職
す
る
こ
と

に
▼
２
月
か
ら
は
全
員
で
廃

休
、
ま
る
超
で
計
年
消
化
を
し

つ
つ
、
毎
日
２
欠
で
対
処
す
る

こ
と
に
な
る
が
休
憩
す
ら
取
れ

な
い
日
も
▼
ま
た
、
夜
勤
を
日

勤
に
置
き
換
え
て
、
朝
か
ら
晩

ま
で
の
通
し
勤
務
、
途
中
休
憩

も
ま
ま
な
ら
ず
、
１
２
時
間
ぶ

っ
と
お
し
で
配
達
す
る
こ
と
も

▼
も
う
疲
れ
ま
し
た
。
早
く
人

を
補
充
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月

の
人
事
異
動
で
た
く
さ
ん
の
社

員
が
入
社
し
て
、
万
全
な
体
制

で
新
年
度
を
迎
え
た
い
と
か
す

か
な
期
待
を
も
っ
て
、
今
日
も

な
ん
と
か
配
達
し
て
い
ま
す
。 

（
ｋ
） 
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１８春闘  

銀座支部で９名 

３月２０日 

 

 

 

ゼロ回答 
 

ねりま全労協から 

銀座支部に激布が渡される 

スト突入本社前集会（１５０名）  銀
座
局
前 

８
０
名
の
参
加 

主な回答内容 

期間雇用社員 

・賞与関係 １．８→１．９など 

・特別加算 夏期手当２０，０００~ 

５，０００円上乗せ 

・均等待遇 年始勤務手当１日４，０００円の新設 

      アソシエション社員に夏期、冬期休暇

各１日（有給） 

正社員 

・ベアゼロ、一時金年４．３月 

・一般職、地域基幹職初任給引き上げ 

・高齢再雇用社員要求、応じられない 

《制度の見直し》一般職住居手当廃止、年末勤務手

当廃止、新規採用者の年休を１５

日に見直し、寒冷地手当削減 

《要員関係》 インターバル規制の施行導入 

 

怒りの 
ストライキを貫徹！ 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、
会
社
の
不
誠
実
な
回
答
に
対
し
、
全
国
で

１
９
の
職
場
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
り
ま
し
た
。
東
京
で
は
銀
座
支

部
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
貫
徹
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
葛
飾
新
宿
局
前
（
４

０
名
）、
荒
川
局
前
（
６
０
名
）
で
、
ス
ト
連
帯
集
会
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
ま
た
、
郵
政
本
社
前
で
も
ス
ト
突
入
集
会
を
お
こ
な

い
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
組
合
員
、
支
援
の
仲
間
と
共
に
怒
り
の
声

を
あ
げ
ま
し
た
。 

 



       

      

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 
 

 

 

  

 

 

安
倍
政
権
は
憲
法
の
改
悪
と

共
に
、
働
き
方
改
革
の
中
で
「
働

き
方
改
悪
」
法
案
を
今
国
会
で

成
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
今
回
は
「
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。 

 

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

制
度
は
、
法
案
内
で
は
【
高
収

入
の
一
部
専
門
職
】
を
労
働
時

間
の
規
制
か
ら
除
外
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
大
手
メ
デ
ィ
ア

で
は
「
働
い
た
時
間
で
は
な
く

成
果
で
評
価
す
る
」「
働
く
時
間

で
は
な
く
成
果
に
応
じ
て
賃
金

を
支
払
う
」
と
い
う
紹
介
を
し

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
既
に

大
き
な
疑
問
が
残
り
ま
す
。
と

い
う
の
も
「
成
果
に
応
じ
て
賃

金
を
支
払
う
」
と
い
う
こ
と
は
、

現
行
の
労
働
法
で
も
可
能
だ
か

ら
で
す
。
そ
し
て
、
最
大
の
問

題
は
、
現
在
の
労
働
基
準
法
の

定
め
る
週
４
０
時
間
規
制
、
休

日
な
ど
の
規
制
か
ら
除
外
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。 

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
制
度
は
、「
高
収
入(

平
均
年

収
の
三
倍)
」
「
高
度
の
専
門

職
」
と
い
う
条
件
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
経
団
連
は
以
前

か
ら
「
年
収
４
０
０
万
円
以

上
」
と
主
張
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
い
ず
れ
段
階
的
に
条
件
が

引
き
下
げ
ら
れ
る
危
険
が
あ

る
の
で
す
。 

１
９
８
６
年
の
労
働
者
派

遣
法
も
、
施
行
当
初
は
派
遣
可

能
業
種
が
１
３
業
種
だ
っ
た

も
の
が
三
ヶ
月
後
に
は
１
６

業
種
に
、
１
９
９
６
年
に
は
２

６
業
種
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
業
務
の
分
類
す
ら
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
前
例
が

あ
り
ま
す
。 

自
民
党
は
電
通
の
過
労
死

事
件
を
受
け
て
、
選
挙
公
約
で

も
〔
長
時
間
労
働
を
是
正
す

る
〕
と
主
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
制
度
は
そ
れ
に
逆
行

し
、
労
働
者
を
更
な
る
長
時
間

労
働
に
追
い
込
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
過
労

死
促
進
法
と
も
言
え
る
も
の

で
、
過
労
死
家
族
会
、
学
者
、

弁
護
士
団
体
も
反
対
し
て
い

ま
す
。 

こ
の
悪
法
は
郵
政
の
労
働

者
も
決
し
て
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
生
活
破

壊
に
直
結
す
る
労
働
法
制
の

改
悪
を
必
ず
阻
止
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

 

  

 

 

の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

銀
座
郵
便
局
で
は
、
さ
ら
に

仲
間
が
増
え
３
０
人
で
の
宣

伝
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

日
、
各
職
場
で
の
ビ
ラ
配
布
行

動
を
行
っ
て
か
ら
銀
座
局
の

行
動
に
集
ま
っ
た
組
合
員
か

ら
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
は

じ
め
、
銀
座
支
部
の
春
闘
の
と

り
く
み
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
全
体
で
１
８
春
闘

勝
利
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
行
い
、
本
社
前
集
会
と
院
内

集
会
へ
合
流
し
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
葛
飾
新
宿
局
で
の

宣
伝
行
動
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
雨
天
荒
天
の
た
め
断

念
し
、
場
所
を
移
し
関
西
地
方

の
仲
間
も
合
流
し
春
闘
勝

利
！
大
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。 

 

（２） 

2018年 ４月 1日（日） 

年  月 日（ ） 第  号 

    

局
に
移
動
し
、
１
８
春
闘
勝
利

に
む
け
た
宣
伝
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
目
黒
郵
便
局
で
は
、
約

２
０
名
の
宣
伝
隊
が
出
勤
し
て

く
る
目
黒
郵
便
局
の
社
員
に
笑 

 

 

   
 

 高度プロフェッショナル 

   制度に反対！ 

 

 

 

 

 

顔
で
あ
い
さ
つ
し
な
が
ら
、
地

本
春
闘
ビ
ラ
を
手
渡
し
ま
し

た
。
ビ
ラ
の
受
け
取
り
は
、
知

っ
て
い
る
顔
も
多
く
非
常
に

良
か
っ
た
で
す
。
マ
イ
ク
を
通

じ
、
目
黒
郵
便
局
で
働
く
仲
間

に
向
け
１
８
春
闘
の
た
た
か

い
の
意
義
や
中
央
交
渉
の
報

告
を
交
え
、
賃
金
引
上
げ
が
昨

年
に
も
増
し
て
可
能
な
状
況

で
あ
る
こ
と
、
東
京
都
内
の
郵

便
職
場
で
の
人
員
不
足
の
実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
月
５
日
（
月
）
東
京
地
本
は
、

「
１
８
春
闘
勝
利
！
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

行
動
は
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
の
１
８

春
闘
第
一
波
全
国
統
一
行
動
に

合
わ
せ
た
東
京 

 

 

 

当
面
の
行
動
日
程 

４
月
９
日 

地
本
第
１
３

回
執
行
委
員
会 

４
月
１
１
日 

労
働
法
制

改
悪
反
対
議
員
会
館
前 

４
月
１
９
日 

２
０
条
東

日
本
裁
判
第
２
回
控
訴

審
（
結
審
）
高
裁
８
２

２
号
法
廷 

１
５
時 

５
月
１
日 

メ
ー
デ
ー 

５
月
３
日 

憲
法
集
会 

 

併
せ
た
東
京
地
本
の
独
自
行

動
で
す
。 

今
年
は
、
早
朝
７
時
過
ぎ

か
ら
目
黒
郵
便
局
で
８
時
ま

で
、
１
０
時
か
ら
銀
座
郵
便 

 

 
ること、非正規労働者の格差是正について、労契法 20 条裁判での地裁判決を生

かし、組合交渉で格差是正の制度改正をかちとることの重要性が訴えられました。 

 銀座郵便局では、さらに仲間が増え 30 人での宣伝活動となりました。この日、

各職場でのビラ配布行動を行ってから銀座局の行動に集まった組合員からの連帯の

あいさつをはじめ、銀座支部の春闘のとりくみの報告がありました。参加者全体で

18 春闘勝利のシュプレヒコールを行い、本社前集会と院内集会へ合流しました。こ

の後、葛飾新宿局での宣伝行動の予定となっていましたが、雨天荒天のため断念し、

場所を移し地方の仲間も合流し春闘勝利！大交流会となりました。 

 

 

 

態
、
特
に
目
黒
郵
便
局
は
深
刻

な
事
態
で
あ
り
、
一
刻
も
早
く

大
幅
増
員
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
非
正
規
労
働
者
の
格
差
是

正
に
つ
い
て
、
労
契
法
２
０
条

裁
判
で
の
地
裁
判
決
を
生
か

し
、
組
合
交
渉
で
格
差
是
正
の

制
度
改
正
を
か
ち
と
る
こ
と 

  

大
幅
賃
上
げ
！
大
幅
増
員
！ 

均
等
待
遇
と
正
社
員
化
を
訴
え
る
！ 

東
京
地
本
春
闘
キ
ャ
ラ
バ
ン 

 

 

 

４月２３日（月）１０：００ 

    東部区民事務所（大塚） 

支部長会議 １０：００～ 

学習会   １３：３０～ 

 「２０２０東京オリンピック･パラリン

ピック 日本郵政―サプライヤーとして

行うべき課題」 講演：廣岡顧問 



 


